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大きく羽ばたけ
１月３日、高森総合センターで高森町成人式が開かれました。

Congratulation!　高森町成人式

2011
1.3

　成人式　A coming of age ceremony
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　成人を祝うこの式典の対象者は７８人。仕事を頑

張っている人、県外に進学した人、結婚している人

などさまざまな人が出席し、旧友や恩師との再会を

喜びました。

　式典では、スーツや振り袖に身を包んだ新成人た

ちが集まり、新たな門出を祝いました。藤本正一町

長が「豊かな教養と情操を身につけ、心身を錬磨し、

若さと行動力のある立派な大人になってください。」

と激励。新成人を代表して、住吉翼さんが宣誓しま

した。

　式典後、県の無形民俗文化財指定である「尾下菅

原神社獅子舞」の披露や、記念行事として成人者意

見発表が行われ、各地区の代表４名が両親への感謝

の気持ちやそれぞれの目標を語りました。

　多くの来賓からの祝福と励ましの言葉にあふれた

成人式。毎年各地で問題となる「荒れた成人式」と

は無縁で、高森町の新成人たちを送ることができま

した。

　成人を迎えた幸せをしっかりかみしめ、輝かしい

将来に大きく飛躍してください。

【
成
人
者
代
表
宣
誓
】

　
住
吉
　
翼
さ
ん
（
色
見
・
中
園
）

【
交
通
安
全
宣
言
】

　
牛
嶋
　
大
樹
さ
ん
（
高
森
・
森
）

二
十
歳
の
誓
い

今村 翔太さん（色見・山鳥）

阿南 亜祐実さん（草部・社倉）

岩下 聖さん（高森・昭和）

後藤 成幸さん（河原・味鳥）

【司会】
 足立 瑛也さん（草部・社倉）
 古澤 静香さん（高森・旭通）

【記念式典】
 尾下菅原神社獅子舞

【意見発表】
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●
日
頃
の
生
活
の
中
で
、
で
き
る
だ
け
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。   

●
歩
く
と
き
、
座
る
と
き
な
ど
、
背
筋
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。

肥
満
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
悪
く
し

無
駄
づ
か
い
さ
せ
て
し
ま
う

　

ま
た
、
肥
満
は
脂
肪
細
胞
内
に
脂
肪
蓄

積
量
が
増
加
し
て
細
胞
サ
イ
ズ
が
大
き
く

な
り
ま
す
か
ら
、
レ
ジ
ス
チ
ン
な
ど
悪
い

物
質
の
影
響
で
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
悪

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
膵
臓
は
イ
ン
ス
リ
ン
を

余
計
に
出
し
て
調
整
し
よ
う
と
し
ま
す
か

ら
、結
果
的
に
大
切
な
イ
ン
ス
リ
ン
を
「
無

駄
づ
か
い
」
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
食
」
か
ら
防
ご
う
糖
尿
病　

　

ま
ず
は
肥
満
や
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
次
の
点
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
「
腹
七
分
目
」
で
食
べ
過
ぎ
な
い
。

●
間
食
、
夜
食
は
し
な
い
。

●
糖
分
は
控
え
め
に
。

●
動
物
性
脂
肪
を
摂
り
す
ぎ
な
い
。

●
高
血
圧
を
防
ぐ
た
め
に
も
塩
分
は
控
え

め
に
。

●
飲
酒
は
食
べ
過
ぎ
や
膵
臓
の
働
き
に
影

響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
多
量
の
飲
酒
な
ど

に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

●
た
ば
こ
は
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
こ
と
か

ら
高
血
糖
に
よ
っ
て
傷
み
や
す
く
な
っ
た

血
管
に
更
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
い

ま
す
の
で
ひ
か
え
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
と
認
知
症
　
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
？

　

糖
尿
病
は
膵
臓
（
す
い
ぞ
う
）
か
ら
出

て
い
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
量
が
不
足
し
た
り
、
働
き
が
充
分
で

な
い
た
め
に
、
身
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

な
る
ブ
ド
ウ
糖
を
う
ま
く
利
用
（
代
謝
）

で
き
な
く
な
る
病
気
で
す
。　

自
覚
症
状

は
な
く
、
血
糖
値
（
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖

の
量
を
示
す
値
）
が
高
い
ま
ま
に
な
っ
て

病
状
が
進
行
し
て
い
く
と
、
口
の
渇
き
、

多
飲
、
多
尿
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
動
脈

硬
化
な
ど
か
ら
網
膜
症
、脳
卒
中
、心
臓
病
、

腎
臓
病
な
ど
の
重
大
な
病
気
を
次
々
と
引
き

起
こ
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
の
量
は
有
限

　

イ
ン
ス
リ
ン
は
血
糖
値
の
量
を
調
節
し

て
い
る
の
で
大
変
重
要
な
ホ
ル
モ
ン
で
す
。

正
常
な
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
な
し
で
は
身

体
の
細
胞
は
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
を
利
用

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
大
切
な
イ

ン
ス
リ
ン
の
量
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
限
り

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
年
齢
を
重
ね
る
と
個
人
差

も
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
量
が
不

足
し
た
り
働
き
が
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
最
近
、糖
尿
病
と
認
知
症
発
症
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
の
発
症
は
糖
尿
病
で
な
い
人
の
二
倍
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
色
々
な
病
気
に
な
っ
た
り
、
筋
力
が
衰
え
骨
が
弱
く
な
っ
て
転
倒
骨
折
が

原
因
で
床
に
つ
き
「
寝
た
き
り
」
状
態
に
な
っ
た
り
、
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
ず
は
こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
若
い
う
ち
か
ら
正
し
い
食
生
活
と
適
度
な
運

動
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
高
齢
に
な
っ
て
も
き
ち
ん
と
栄
養
面
に
気
を
つ
け
た
正

し
い
食
事
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
ね
。
　

高齢福祉高森町 地
ち

域
い き

包
ほ う

括
か つ

支
し

援
え ん

センター便り 認知症について考える

電話 62-1111　内線 123 番　相談無料・秘密厳守
〒869-1602　阿蘇郡高森町大字高森2168  （高森町役場・住民福祉課内）

祝日・年末年始を除く月曜から金曜の午前８時半から午後５時まで

高森町地
ち
域
いき
包
ほう
括
かつ
支
し
援
えん
センター

高齢者一人暮らし、二人暮し、昼間の一人暮らし、認知症などのご相談をお受けします

高齢者福祉・介護保険についてのおたずねは、介護保険係 62-1111（内線 124）までどうぞ

高森町の高齢化率（平成22年12月末日現在）

世　帯　数　2,785

人　 　口
男 女 計

比　　率
3,442 3,726 7,168

65～ 74歳 439 539 978 13.64%

75歳以上 529 851 1,380 19.25%

計 968 1,390 2,358 32.89%

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
65
才
以
上

の
方
に
、
日
常
の
生
活
等
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
本
誌
10
ペ
ー
ジ
の

「
新
着
情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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Ｑ　自宅の土地と隣の家の敷地との境界が
あいまいになっています。どうすればよい
ですか。

法律問題Ｑ＆Ａ　― 土地の境界 ―

Ａ「境界」には、登記上の土地の区分である「公
法上の境界」（筆界（ひっかい）とも呼ばれます）
と、所有権の範囲の区分である「私法上の境界」
があります。
　　公法上の境界の正確な位置がわからなくなっ
ている場合は、法務局に筆界特定の申請をする
か、裁判所に境界確定の訴えを提起することが
必要です。
　　私法上の境界については、関係する土地の所
有者全員が合意すれば、自由にその位置を決め
ることができます。私法上の境界と公法上の境
界は通常は一致させますが、異なる位置に設定
することも可能です。なお、話し合いで新たに
私法上の境界を定めることについて合意したと
きは、全員で「境界確認書」などの書面を作成し、

この際には、専門家に作成してもらった測量図
を添付して、現地に境界標を設置します。
　　私法上の境界があいまいになっている場合
に、話し合いで解決することが困難なときは、
裁判所の民事調停や民間団体が行うあっせん、
仲裁などの手続を利用する方法もあります。そ
れでも解決しないときは、所有権の範囲を確認
する訴えを提起し、裁判で争うことになります。

　　　　　　　　　　　　法テラス高森法律事務所
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NEWS

高
森
町
の

　
あ
れ

　
　
こ
れ

▼町内からも多数の団体が参加し各地を巡回パトロールしました

年末年始特別警戒活動出発式
大田黒浩一さんが一日署長に
　12 月 21 日、高森署で「年末年始特別警戒活動出発式」が行われ、関係者
約 100 人が参加しました。出発式では、タレントの大田黒浩一さんが一日署長
として登場。式の後、管内のパトロールに出発し、高森高校などを訪問しました。
大田黒さんは生徒たちに冬休み中の交通安全や防犯について、ユーモアを交え
ながら呼びかけていました。

高森町飲食店組合
お客様感謝祭
　12月 26日、高森町観光交流センターで「お客様感謝祭」
が開催されました。これは、高森町飲食店組合が日頃の
感謝をこめて開催したものです。加盟しているお店の自
慢の料理がバイキング形式で提供され、参加者はおもい
おもいの料理を選び楽しんでいました。また、会場では
新鮮なマグロのブロックをその場で調理する余興も行わ
れ人気を博していました。

▼多種多彩な料理が提供され参加者も満足した様子でした 水の森加工部会　すみれ会
鏡もちを寄附されました
　12 月 27 日、水の森加工部会　すみれ会が役場と湧水
館へ「鏡もち」を寄附されました。水の森加工部会　す
みれ会（代表・岩下真知子さん）は南在地区の農家の女
性を中心に平成 15年から活動しており、地元の食材を利
用して和菓子や漬け物などの加工品を製造・販売してい
ます。毎年のご寄付ありがとうございます。

▲写真左は代表の岩下真知子さん
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高森保育園「一日保育者運動」
園児との楽しいふれあい
　1月 25日、高森保育園で「一日保育者運動」が実施さ
れました。これは、保育に対する理解を深めてもらおう
と毎年行われているものです。小学校、中学校や高校の
先生、民生児童委員など 6人が参加しました。参加者は
各クラスごとにわかれ、園児たちとの楽しいひとときを
過ごし、すっかり気に入られた様子でした。

▲参加者は保育に対する理解を一層深めた様子でした

善行表彰
甲斐サミ子さん（高森・昭和）
　１月 20日、甲斐サミ子さんが善行表彰を受けられまし
た。表彰式は、役場町長室で行われ、表彰状と記念品が
贈られました。これは、甲斐さんが、永年にわたり地域
の美化清掃活動に努めてこられたことに対し、感謝の意
を込めて贈られたものです。甲斐さんは、「これからも続
けていきたい」と話していました。

▼善行表彰を受けられた甲斐さん

▼写真左／１月21日に行われた表彰式、写真右上／特賞の色見保育園と金賞の高森東保育園、写真右下／銅賞の立正福祉会高森寮

第８回高森湧水トンネルクリスマスツリーコンテスト
今年のクリスマスツリーも力作揃い
　11月 20 日から 12月 31 日まで、「高森湧水トンネルクリスマスファンタジー」が開催されました。冬の風物詩となっ
たこのイベントには 50基のツリーが出展され、訪れる人々の目を楽しませていました。表彰式は役場町長室で行われまし
た。コンテストの結果は次のとおりです。

特賞／色見保育園、金賞／高森東保育園、銀賞／グループホームあそ和楽、高森保育園、銅賞／高森幼稚園、立正福祉
会高森寮、アイデア賞／熊本県赤十字血液センター、株式会社スペック、高森町社会福祉協議会、泰明電機株式会社、
たかもり花高原「やま康」
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南
部
分
署

税
情
報

高
森
警
察
署

消
防

な
ん
で
も

知
っ
て
お
き
た
い

こちら

です!

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署　
　

℡
６
２-

９
０
３
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

高
森
警
察
署　

℡
６
２-

０
１
１
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
税
務
署　
　
　

℡
０
９
６
７-

２
２-

０
５
５
１

平
成
23
年
春
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す

サ
イ
バ
ー
犯
罪
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に

確
定
申
告
は

正
し
く
お
早
め
に

●
実
施
期
間　

平
成
23
年
３
月
１
日
（
火
）
～
３
月
７
日

（
月
）
の
７
日
間
で
す
。

●
統
一
防
火
標
語

　

「
消
し
た
か
な
　
あ
な
た
を
守
る
　
合
言
葉
」

　

春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
全
国
各
地
で
住
宅
火
災
が
発
生
し
、
た
く
さ
ん

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
の
火
災
予
防

対
策
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
防
火
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
～

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
っ
て
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
犯
罪
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
犯
罪
は
自
ら
注
意
し
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
利
用
者

自
身
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

１　
子
ど
も
を
守
ろ
う

　

子
ど
も
に
も
身
近
に
な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
、
青
少
年
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
情
報
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
み
な
さ
ん
は
子
ど
も
の
利
用
状

況
を
把
握
し
、
適
切
に
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

　

違
法
・
有
害
情
報
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
た
め
に
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
と
は
、
有
害
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

２　
家
族
み
ん
な
で
気
を
つ
け
よ
う

《
架
空
請
求
・
不
当
請
求
》

　

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
有
料
サ
イ
ト
か
ら
の
「
架
空
請
求
」
や
ク
リ
ッ
ク
し
た

だ
け
で
料
金
を
請
求
さ
れ
る
「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
」
に
は
、

　

●
対　
　

策

　

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
メ
ー
ル
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

　

送
信
元
へ
の
返
信
、
問
い
合
わ
せ
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

《
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
》

　

金
融
機
関
等
か
ら
の
サ
イ
ト
メ
ー
ル
を
装
い
、
偽
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
誘
い
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
・
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
等
の
個
人
情
報
を
不
正
に
入

手
す
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
に
は
、

　

●
対　
　

策

　

メ
ー
ル
で
個
人
情
報
を
聞
か
れ
て
も
安
易
に
回
答
し
な
い
。

　

リ
ン
ク
先
を
開
い
た
ら
、
表
示
さ
れ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
ア
ド
レ
ス
）
に
不
審
が
な
い

か
確
認
す
る
。

　

あ
や
し
い
電
話
番
号
は
、
１
０
４
で
確
認
す
る
。

《
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
詐
欺
》

　
「
落
札
し
代
金
を
振
り
込
ん
だ
が
商
品
が
届
か
な
い
」
・
「
落
札
後
、
直
接
取
引
を
持

ち
か
け
ら
れ
代
金
を
振
り
込
ん
だ
が
商
品
が
届
か
な
い
」
・
「
送
ら
れ
て
き
た
商
品
が

粗
悪
品
だ
っ
た
」
等
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
詐
欺
に
は
、

　

●
対　
　

策

　

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
外
の
直
接
取
引
に
は
応
じ
な
い
。

　

決
済
は
、
代
金
着
払
い
等
安
全
性
の
高
い
方
法
を
利
用
す
る
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
・
有
害
情
報
の
通
報
受
付
窓
口
で
す
。

　

通
報
さ
れ
た
情
報
は
一
定
の
基
準
に
従
っ
て
選
別
し
、
違
法
情
報
で
あ
れ
ば
警

察
庁
へ
通
報
し
、
有
害
情
報
と
判
断
し
た
も
の
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
や
掲
示
板
の
管

理
者
へ
契
約
約
款
に
基
づ
く
対
応
を
依
頼
し
ま
す
。

●
ア
ク
セ
ス
（
Ｐ
Ｃ
か
ら
）　

http://w
w
w
.internethotline.jp/

　

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
平
成
22
年

分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
は
、
平
成
23
年
２
月
16
日

（
水
）
か
ら
平
成
23
年
３
月
15
日
（
火
）
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金
額
や
税
額
を
正

し
く
計
算
し
て
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を
採
っ
て
い
ま

す
の
で
、
申
告
と
納
税
は
、
期
限
内
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。
確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送
等
で
も
で
き
ま
す
。

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
申
告
会
場
は
大
変

混
雑
し
、
長
時
間
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
、
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に
申
告
書
等
の
作
成
が
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.nta.go.jp

　

詳
し
い
こ
と
は
、
阿
蘇
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

コンロを使用中はその場を
離れない

火災を小さい
うちに消すた
めに住宅用消
火器を設置す
る

ストーブをつけたまま寝ない

子供には火遊びをさせない

逃げ遅れを防ぐための住宅
用火災警報器を設置する

たばこの後始末
はしっかりする
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じんけん

人権
　

お
互た

が

い
の
人じ

ん

権け
ん

を
守ま

も

る
に
は
、
ま
ず
、
家か

庭て
い

内な
い

で
自じ

分ぶ
ん

の

人じ
ん

権け
ん

は
守ま

も

ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
考か

ん
が

え
て
み
る
こ
と
が
大た

い

切せ
つ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

た
と
え
ば
、
お
母か

あ

さ
ん
の
場ば

合あ
い

、
家か

族ぞ
く

の
中な

か

で
尊そ

ん

重ち
ょ
う

さ
れ

人じ
ん

権け
ん

は
守ま

も

ら
れ
て
い
る
か
。

　

お
父と

う

さ
ん
・
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
・
お
兄に

い

さ
ん･

お

姉ね
え

さ
ん
・
弟

お
と
う
と・
妹

い
も
う
と、
そ
し
て
、
自じ

分ぶ
ん

（
ぼ
く
）・
自じ

分ぶ
ん

（
わ
た
し
）

の
人じ

ん

権け
ん

は
ど
う
か
…
。

　

逆ぎ
ゃ
く

に
、
自じ

分ぶ
ん

は
、
家か

族ぞ
く

の
一ひ

と

人り

ひ
と
り
の
人じ

ん

権け
ん

を
尊そ

ん

重ち
ょ
うし
て
、

家か

族ぞ
く

の
人ひ

と

の
人じ

ん

権け
ん

を
守
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
じ
っ
く
り
考か

ん
が

え

た
り
話は

な

し
合あ

っ
た
り
し
て
い
く
こ
と
が
、
地ち

域い
き

社し
ゃ

会か
い

の
中な

か

で
の

人じ
ん

権け
ん

尊そ
ん

重ち
ょ
うに
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国民年金だより

住じ
ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か　

人じ
ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

■お問い合わせ先　住民福祉課住民係　℡６２−１１１１（内線１２９）

遺族基礎年金はどのような
場合にもらえるの？
　遺族基礎年金は、次のいずれかの方が亡くなられたときに、
その方によって生計を維持されていた「子のある妻」または「子」
に支給されます。
①　国民年金の被保険者
②　国民年金の被保険者であった方で日本国内に住所がある 60 歳以上 65 歳未満の方
③　老齢基礎年金の受給権者、または受給資格期間を満たしている方
　ただし、①②の場合は、死亡月の前々月までの被保険者期間のうち、保険料納付済期
間（若年者納付猶予期間・学生納付特例期間を含む）を合わせた期間が３分の２以上必
要となります。（平成 28 年３月 31 日以前に死亡された場合は、死亡月の前々月までの
直近の１年間に保険料の未納がなければよいことになっています。）
　遺族基礎年金の額は、「子のある妻」が受ける場合、基本額（７９２，１００円）に子
の加算額（１人目と 2 人目の子はそれぞれ２２７，９００円、３人目以降は１人につき
７５，９００円）を加えた額です。
※「子」とは、18 歳到達年度の末日までの子、もしくは 20 歳未満で１級・２級の障害
　の状態にある子をいいます。
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Tow
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高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報
　

平
成
22
年
10
月
３
日
、
荒
尾
市
体
育
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
城
北
地
区
柔
道
選
手
権
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
熊
本
県
北
部
の
各

郡
市
の
代
表
が
集
ま
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

高
森
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
か
ら
も
７
人
の
選
手

が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
（
敬
称
略
）。
男
子
３
年
生
の
部
・

優
勝
／
桐
原
航
太
、
女
子
６
年
生
の
部
・
３

位
／
荒
牧
真
歩
美

　

高
齢
者
の
方
が
、
健
康
で
活
力
あ
る
生
活

を
お
く
る
に
は
、病
気
の
予
防
だ
け
で
な
く
、

徐
々
に
忍
び
寄
る
老
化
の
サ
イ
ン
を
い
ち
早

く
発
見
し
、
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
高
齢
者
の
方
々
に
必
要
な
支

援
や
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た

め
、
介
護
予
防
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
無
作
為
に
抽
出
し

た
65
才
以
上
の
方
に
郵
送
で
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い
が
届
い
た
方

は
、
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

無
作
為
に
抽
出
し
た
65
才
以
上

　

の
方

○
実
施
時
期　

平
成
23
年
2
月

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課　
介
護
保
険
係
（
内
線
１
２
４
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

（
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
）

城
北
地
区
柔
道
選
手
権
大
会
の

結
果

第
５
回　
火
山
と
環
境
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
２
０
１
２

Ｒ
Ｊ
Ｋ
カ
ル
デ
ラ
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

Ｒ
Ｊ
Ｋ
カ
ル
デ
ラ
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
は
、
高
森
中
学
校
の
卒
業
生
を
中
心
と
し

て
昨
年
の
９
月
に
結
成
し
、
吹
奏
楽
の
演
奏

を
通
し
て
地
域
の
文
化
・
教
育
・
福
祉
に
貢

献
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
吹
奏
楽
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
人
に

と
っ
て
「
里
が
え
り
」
で
き
る
よ
う
な
団
体

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

・
一
緒
に
演
奏
す
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
高
校
生
以
上
の
方
で
練
習
に
参

加
で
き
れ
ば
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

・
演
奏
の
依
頼
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
等
の
際
に
は
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

・
お
宅
に
眠
っ
て
い
る
管
楽
器
が
あ
れ
ば
、

貸
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

○
練
習
場
所　

高
森
中
学
校
音
楽
室

※
詳
細
は
左
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
気

軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｒ
Ｊ
Ｋ
カ
ル
デ
ラ
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

（
代
表
・
安
井
）

　

E-m
ail : rjk.takam

ori@
yahoo.co.jp

　

毎
年
恒
例
の
火
山
と
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
防
災
教
育
や
ジ
オ
パ
ー

ク
普
及
活
動
に
日
々
か
け
ま
わ
っ
て
い
る
、

中
川
和
之
先
生
（
時
事
通
信
社 

防
災
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ｗ
ｅ
ｂ
編
集
長
、
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
委
員
会
委
員
）。
の
発
表
や
、
小

学
生
の
阿
蘇
研
究
発
表
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
も
す
ご
い
研
究
成
果
が
も
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
阿
蘇
の
魅
力
を
た

く
さ
ん
仕
入
れ
ま
し
ょ
う
。
入
場
料
は
無
料

で
す
。

○
日
時　

２
月
27
日
（
日
）　

12
時
30
分
～

16
時
（
12
時
よ
り
受
付
開
始
）

○
会
場　

東
海
大
学
阿
蘇
校
舎
１
２
１
３
教

室 

○
主
催　

財
団
法
人
阿
蘇
火
山
博
物
館
久
木

文
化
財
団

○
協
力
・
後
援　

阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
・
阿
蘇
市
教
育
委
員
会
・
南
阿
蘇
村

教
育
委
員
会
・
高
森
町
教
育
委
員
会
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
火
山
学
会
・
日
本
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
学
会

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
財
団
法
人
阿
蘇
火
山
博
物
館
久
木
文
化
財
団

　

℡
０
９
６
７-

３
４-

２
１
１
１

　

E-m
ail: info@

asom
use.jp

　

U
R

L: http://w
w

w
.asom

use.jp

み
ん
な
で
吹
奏
楽
の
演
奏
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
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今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送
（
地
上
ア
ナ
ロ
グ

放
送
）
は
平
成
23
年
７
月
24
日
に
終
了
し
ま

す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
地
域
に
よ
り
今
ま

で
の
ア
ン
テ
ナ
で
は
受
信
で
き
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
非
課
税
世
帯
に
お
い
て
は
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
支
援
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
の
相
談
窓
口
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
【
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
】

　

・
デ
ジ
サ
ポ
熊
本

　
　
℡
０
９
６-

３
１
２-

５
６
１
５

　
【
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

　

支
援
に
つ
い
て
】

　

・
総
務
省
地
上
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
０
５
７
０-

０
２
３
７
２
４

　

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
０
５
７
０-

０
７
７
０
７
７

　

Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
や
仲
間
づ
く
り
、
社
会
参
加
を
応
援

す
る
た
め
、
そ
の
指
導
者
と
な
る
シ
ニ
ア

I
T
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
熊
本
県

高
齢
者
支
援
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。

○
開
催
日
　
平
成
23
年
３
月
１
日
（
火
）
、

２
日
（
水
）
、
３
日
（
木
）
、
４
日
（
金
）

○
場
所
　
び
ぷ
れ
す
熊
日
会
館
７
階
「
イ
リ

ス
」
（
熊
本
市
上
通
町
２-

17
）

○
受
講
費
用
　
３
２
、
５
０
０
円

※
講
座
修
了
者
に
は
、（
財
）
熊
本
さ
わ
や

シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

か
長
寿
財
団
か
ら
５
，
０
０
０
円
の
補
助

が
出
ま
す

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.pref.

kum
am
oto.jp/soshiki/2

8
/

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
高
齢
者
支
援
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
１
５

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て

　11月３日、日本自転車振興会の平成 22年度福祉車
両助成事業を活用し、社会福祉法人岳寿会へ福祉車両
１台が整備されました。この福祉車両は８人乗りで助
手席はリフトアップ式になっており、現在、通所介護
に使われています。

　平成 22 年度、財団法人日本消防協会の“安全で災
害に強い地域づくり推進事業”を受け、高森中学校少
年消防クラブに「宝くじ助成事業」として「テント」「ノ
ーパンクリヤカー」「ヘルメット」「メガホン」「脚立」「手
袋」を整備しました。この配備により地域防災力の充
実を図ります。
　なお、この事業は財団法人自治総合センターが災害
に強い安全な地域づくりを推進するため、日本消防協
会に対して宝くじ普及広報事業費を助成金として交付
した財源に基づくものです。

福祉車両助成事業を活用し、
福祉車両１台を整備
社会福祉法人　岳寿会

安全で災害に強い
地域づくりのために

～宝くじ助成事業～
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Tow
n Inform

ant Report

高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、
高
齢

者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
、

第
23
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
の
皆
様
、
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
競
技
種
目
　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ

ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ

ル
フ
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な
た
、

太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

カ
ー
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
　
以
上
16
種

目
○
競
技
会
場
　
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園

　
他
４
会
場

「
介
護
料
支
給
」
の
ご
案
内

○
対
象
者　

自
動
車
事
故
で
「
脳
」、「
脊

髄
」、「
胸
腹
部
臓
器
」
を
損
傷
し
、
重

度
の
後
遺
障
害
を
持
ち
、「
常
時
」
又

は
「
随
時
」
の
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

方
。

○
支
給
額　

常
時
要
介
護
の
方
…
自
賠
責

後
遺
障
害
等
級　
「
１
級
１
号
」
又
は

「
１
級
２
号
」
月
額
５
８
，
５
７
０
円

～
１
３
６
，
８
８
０
円
、
随
時
要
介
護

の
方
…
自
賠
責
後
遺
障
害
等
級　
「
２

級
１
号
」
又
は
「
２
級
２
号
」
月
額

２
９
，
２
９
０
円
～
５
４
，
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
熊
本
支
所

　

〒
８
６
０-

０
８
０
６

　

熊
本
市
花
畑
町
４-

７

　

朝
日
新
聞
第
一
生
命
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

　

℡ 

０
９
６-

３
２
２-

５
２
２
９

「
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
」

の
ご
案
内

○
対
象
者　

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま

た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の

お
子
様
（
０
歳
～
中
学
校
を
卒
業
ま
で
）

を
対
象
と
し
、
そ
の
保
護
者
の
生
活
状

況
が
、
一
定
の
要
件
（
住
民
税
の
非
課

税
等
）
に
合
致
す
る
方
。

○
貸
付
金
額
（
貸
付
対
象
者
１
人
に
対
し

て
）

　

貸
付
と
同
時
に
一
時
金
：
15
万
５
千

円
、
貸
付
期
間
中　

月
額
：
２
万
円
、

小
・
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金
：

４
万
４
千
円

○
貸
付
期
間　

貸
付
決
定
の
月
か
ら
中
学

卒
業
の
月
ま
で

○
利
子　

無
利
子

○
返
還
方
法　

一
括
返
還
ま
た
は
、
20
年

以
内
の
均
等
割
賦
（
月
賦
・
半
年
賦
・

年
賦
）
に
よ
る
返
還
方
法
を
選
択
。（
高

校
・
大
学
に
進
学
し
た
場
合
、
在
学
期

間
は
返
還
猶
予
で
き
ま
す
）

第
23
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
参
加
者
募
集

○
日
程　

平
成
23
年
５
月
９
日
（
月
）
～

22
日
（
日
）

※
競
技
種
目
の
詳
し
い
日
程
は
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
２
月
中
旬

に
各
市
町
村
等
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

○
参
加
資
格　

県
内
在
住
者
で
、
平
成

24
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳
以
上
の
方

（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）

※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
歳
代
の
方
も

参
加
で
き
ま
す
。

○
参
加
費　

個
人
競
技
は
１
人
５
０
０

円
、
団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り
金
額
が

異
な
り
ま
す
。

○
募
集
期
間　

平
成
23
年
２
月
22
日
（
火
）

～
3
月
22
日
（
火
）

○
申
込
方
法　

各
市
町
村
福
祉
課
又
は
教

育
委
員
会
に
お
い
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
６
０-

０
８
４
２

　

熊
本
市
南
千
反
畑
町
３-

７

　
（
熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
）

　

財
団
法
人　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

生
き
が
い
推
進
課

　

℡
０
９
６-

３
５
４-

３
０
８
３

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ
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歌
詠
み

●
●
如
月

○
実
施
期
間　

１
月
24
日
（
月
）
か
ら
３

月
13
日
（
日
）
ま
で

○
実
施
店
舗　

県
内
１
６
４
カ
所
の
く
ま

も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店

○
実
施
内
容　

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

を
提
供
す
る
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応

援
店
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

　

各
店
舗
を
回
っ
て
い
た
だ
き
、
ス
タ
ン

プ
を
３
店
舗
分
集
め
て
ご
応
募
い
た
だ
く

と
、
抽
選
で
豪
華
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
せ
先

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
５
２

　

熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無
料
の
登
記

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
土
地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・

相
続
等
の
登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
日
時　

平
成
23
年
２
月
17
日
（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

※
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は

除
き
ま
す
。

○
場
所　

阿
蘇
市
役
所
２
階
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課
庶
務
係

　

℡
０
９
６-

３
６
４-

２
１
４
５（
代
表
）

　

健
康
問
題
を
24
時
間
、

日
替
わ
り
で
お
送
り
し
ま
す
。

○
２
月
の
週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

月
曜
日　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

火
曜
日　
乳
幼
児
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

水
曜
日　
怖
い
目
の
成
人
病
・

　
　
　
　

正
常
眼
圧
緑
内
障
に
つ
い
て

木
曜
日　
電
動
歯
ブ
ラ
シ
に
つ
い
て

金
曜
日　
口
の
渇
き
に
困
っ
て
ま
せ
ん
か

土
・
日
曜
日　
子
ど
も
の
咳
が
続
く
時

℡
０
９
６-

３
８
５-

３ミ
ミ
ツ
ー
ワ

３
０
０

モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

無
料
登
記
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

肥 後 狂 句（阿蘇御神火会）

下
手
ね
ェ　

桟
敷
ィ
欠ア

伸ク
ビ

さ
せ
と
ら
す

待
っ
た　

箱
物
ン
建
つ
る
税
は
無
ァ

野
も
山
も　

い
つ
の
間
に
や
ら
セ
ピ
ア
色

酒
の
せ
い　

平
で
停
年
迎
え
ら
す

助
か
り
ま
す　

通
学
生
が
譲
る
席

待
っ
た　

新
幹
線
で
お
伊
勢
さ
ん

岡
本　

琴
司

渡
辺　

雲
海

松
山
キ
ヨ
子

馬
原　

馬
笑

佐
藤
多
可
雄

後
藤　

愛
子

助
か
り
ま
す　

ふ
た
親
と
も
に
病
み
知
ら
ず

下ヘ

手タ

ね
ェ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
中
ャ　

う
ち
込
う
で

助
か
り
ま
す　

手
招
き
さ
れ
た
雨
宿
り

酒
の
せ
い　

自
転
車
抱
い
て　

高
い
び
き

助
か
り
ま
す　

晩
酌
も
出
る　

貰
い
風
呂

市
原　

正
成

桐
原　

白
酔

後
藤　

信
子

藤
本　

無
心

浦
塚　

南
天
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健康講座
H e a l t h y  c o u r s e

感
染
性
胃
腸
炎
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

冬は空気が乾燥し、感染症が流行しやすくなる時期です。
今回は冬場に多い感染性胃腸炎の症状や対応などを紹介します。

Ｑ　
感
染
性
胃
腸
炎
と
は
？

○
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
（
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
）
が
原

因
で
、
嘔
吐
や
下
痢
、
腹
痛
、
発

熱
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
特

に
冬
は
ウ
イ
ル
ス
性
の
胃
腸
炎
が

流
行
し
ま
す
。

○
特
に
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
乳
幼
児
に

多
く
、
米
の
と
ぎ
汁
の
様
な
白
色

便
が
特
徴
で
す
。

○
潜
伏
期
間
は
数
時
間
～
数
日
で

発
病
し
て
も
数
日
で
回
復
し
ま
す

が
、
子
ど
も
や
高
齢
者
は
脱
水
な

ど
を
起
こ
し
重
症
化
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

○
『
食
べ
物
か
ら
人
へ
』
の
感
染
の

他
に
『
人
か
ら
人
へ
』
の
感
染
を

起
こ
し
ま
す
。

Ｑ　
症
状
が
出
た
場
合
に
気
を
つ
け

る
こ
と
は
？

○
嘔
吐
や
下
痢
に
よ
り
、
体
力
の

消
耗
や
脱
水
を
お
こ
し
や
す
い
の

で
、
水
分
や
栄
養
補
給
を
し
っ
か

り
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
嘔
吐
等

で
水
分
・
栄
養
補
給
が
難
し
い
場

合
も
あ
る
た
め
、
早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
嘔
吐
物
や
便
の
中
に
は
大
量
の
ウ

イ
ル
ス
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
感
染
が
広
ま
り
ま
す
。

　

感
染
者
が
吐
い
た
場
所
な
ど
は

台
所
用
塩
素
系
漂
白
剤
な
ど
を

１
０
０
～
２
０
０
倍
に
薄
め
た
消

毒
液
で
消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

（
使
用
す
る
際
は
漂
白
剤
の
注
意
事

項
を
よ
く
読
み
、
十
分
に
換
気
を

行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
）

Ｑ　
予
防
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

○
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
す
が
、
ワ
ク
チ

ン
は
無
い
た
め
、
他
の
感
染
症
同

様
手
洗
い
に
よ
る
予
防
が
大
切
で

す
。

○
石
鹸
は
ウ
イ
ル
ス
を
死
滅
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
手

指
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
は
が
れ
や
す

く
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
石
鹸

を
使
っ
て
の
手
洗
い
が
効
果
的
で

す
。

Ｑ　
症
状
が
出
な
く
な
っ
た
ら
う
つ

り
ま
せ
ん
か
？

○
症
状
が
回
復
し
た
後
も
、
便
な
ど

か
ら
１
週
間
～
１
ヶ
月
程
度
は
ウ

イ
ル
ス
が
排
出
さ
れ
ま
す
。

○
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は
非
常
に
強

く
、
他
人
へ
感
染
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
お
子
さ
ま
の
便
な

ど
の
取
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

15
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●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
髙倉　司人　　　二子石文雄
田上　克子　　　栗屋フミ子
荒牧スマコ　　　二子石　圓
後藤　涼子

●町へ（敬称略）
［一般寄付］
戸髙　秋男　

●広報寄付料（敬称略）
田上　顕雄（熊本市花園）
甲斐　　做（茨城県水戸市）
内倉　利治（愛知県武豊町）

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

2月11日 南郷谷整形外科医院 ℡ 62-3351

2月13日 渡 邊 内 科 ℡ 67-1777

2月20日 後 藤 医 院 ℡ 67-0019

2月27日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

3月 6日 藤 本 医 院 ℡ 67-0020

3月13日 平 田 医 院 ℡ 62-0216

■2月11日～3月13日分

15 Public Information

2010年 12月受付分（敬称略）

愛の
ご寄付

CONTRIBUTION

編 集 後 記
An editorial postscript

▶まだまだ厳しい寒さが続いておりますが、この季節は特に
インフルエンザには注意したいものです。町内でも流行の
兆しがありますので体調管理には十分お気をつけください。
▶暦の上ではすでに立春。春が来るのが待ち遠しいですね。

平成22年12月 31日現在

の
人
口

人口／７，１６８人（−　4）
男性／３，４４２人（－　7）
女性／３，７２６人（＋　3）
世帯／２，７８５戸（＋　3）

T a k a m o r i  C a l e n d a r
高森カレンダー

2月16日～3月15日

おくやみ
もうし
あげます

●2月17日（木）

　断酒会（高森総合センター）／18:30～19:30
●2月20日（日）

　第32回高森町交通安全宣言駅伝大会

　（観光交流センター周辺）／8:00～
●2月24日（木）

　断酒会（高森総合センター）／18:30～19:30
●2月25日（金）

　役場支払日

　年金相談（高森総合センター）／10:00～15:00
●3月3日（木）

　断酒会（高森総合センター）／18:30～19:30
●3月7日（月）

　役場支払日
●3月10日（木）

　断酒会（高森総合センター）／18:30～19:30
●3月11日（金）

　３か月児健康診断（白水保健センター）／13:00～

　パパ＆ママセミナー（妊娠編）（高森総合センター）

　／19:30～
●3月13日（日）

　新酒とふるさとの味まつり　ラストイベント

　（観光交流センター）／12:00～15:00
●3月15日（火）

　役場支払日

［ 住 所 ］
永野原・岩　神
色　見・西　丁
高　森・　森　
高　森・上　在
上色見・東中原
菅　山・戸の下
草　部・木　郷
高　森・　森　
草　部・木　郷
高　森・旭　通
高　森・上　在
高　森・村　山
河　原・河　原

［ 死 亡 者 ］
穴見エミ子
山室　仁人
岩下　武尚
林　　成男
髙倉ツカエ
安在　　進
二子石ケサユ
ユーレリア スプアー
二子石和富
荒牧　芳弘
栗屋興志雄
田上　幸人
後藤　德人

［年齢］
84
83
99
85
86
95
92
86
52
76
85
77
79

［ 御 遺 族 ］
穴見　廣近
山室　智穗
岩下　克尚
林　スミエ
髙倉　司人
安在　健男
二子石文雄
前原　澄子
二子石　圓
荒牧スマコ
栗屋フミ子
田上　克子
後藤　涼子
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　１月９日、新年恒例の「高森町消防出初め式」が高森中央

小学校グラウンドで開催されました。式では、消防活動に功

績のあった方々に表彰状や感謝状が贈呈された後、吉良嘉人

団長が「団員一丸となり、地域住民の協力を得ながら予防消

防の徹底に努め、火災ゼロを実現したい」と訓示。消防団員

は防災への意気込みを新たにしました。通常点検では、全

13 分団と高森中学校少年消防隊が日ごろの訓練の成果を披

露。また、高森幼稚園幼年消防クラブのかわいらしい防火演

技も披露され、会場から温かい拍手が送られていました。通

常点検の審査結果は次のとおりです。第 1 位／３分団（中・

矢津田）、第 2 位／ １分団（草部（社倉・大切畑・所尾野）・

永野原・下切）、第 3 位／ 12 分団（尾下）

高森町消防出初め式

安
全
で
安
心
で
き
る

　
　
　
　
地
域
を
支
え
る

高
森
町
消
防
団


